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１．はじめに 

 

今思えば、日向木の芽会のまちづくりへの取り

組みは、塩見橋の手摺が始まりでした。公共事業の

橋の手摺を市民に取り付けさせると言う発想は、当

時、日向土木事務所の中村安男氏と塩見橋のデザイ

ナー南雲勝志氏の発想でした。「地元木材の手摺を

子どもたちの取り付けてもらう」、「一度だけでな

く、手摺のメンテナンスを毎年、塩見橋の関わる市

民参加型のイベントにする」、「細い木製の手摺を

外で使用する」等々。 
何もかもが新しい発想でした。木に関わる団体

である日向木の芽会の目標は「地元の木材を公共事

業に使う、使ってもらう」ことです。このことは声

高らかに主張していましたが、四十数年、当会の活

動の中でも、公共施設である橋の工事中に、市民が

取り付けに参加するという発想はありえませんでし

た。とにかく、地元の木材を使ってもらうことには、

大いに賛成でした、日頃から、木工教室を通じて子

どもたちと触れ合っている私たちにとっては、願っ

たり適ったりの事業でした。多くのメンバーは、

「地元の木材を宮崎県日向土木事務所に公共事業で

使ってもらえる」。はじめの頃はそのような軽い気

持ちの方が大きかったと思います。 
 

２．塩見橋メインテナンスイベントからの広がり 

 

手摺の径は？塗料の材料は？木材の樹種の選定

は？イベントの日時は？どんな形で毎年行うか？決

めなければならないこと、実行にすぐに移さなけれ

ばならないことがたくさんありました。地元の小学

校に呼びかけ、地元の太鼓チームも呼んでイベント

をさらに盛り上げました。集まっていただいた 100
名近いボランティアの人たちに説明の後、手摺を取

り付けてもらいました。2000 年 11 月のドキドキ
したイベントは無事終了しました。それから毎年メ

ンテナンス・イベントとして塩見橋の手摺は、市民

に参加していただいています。「この手摺は、わた

しがつけたとよ」と当時参加していただいた近状の

方から声を掛けてもらうのは、本当にありがたいこ

とですし、市民に定着してきたのだなあと実感でき

てうれしいものです。 
塩見橋が、2001 年のグッドデザイン賞を受賞し
たという知らせには、メンバー一同「やっぱり、か

っこいい橋じゃから賞をとったちゃわ」と結構、冷

静だったと記憶しています。 
2002 年に完成した日向市駅前の 10 街区市道の
事業（日向市市街地開発課）には、「ストリートフ

ァニチャー」の計画の段階から関わり、地元の木材

で街灯、ボラード、ベンチをつくることができまし

た。まさに「木を活かしたまちづくり」でした。し

かし、南雲勝志氏のデザインが図面となってメンバ

ーの前に出てくると、メンバーは「こんなのできね

よ」と口を揃えていいました。次に模型ができてく

る。「本当に作る気じゃろか？？？」「だれがつく
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るとね？？」図面を見ながら顔を見合わせる？実は、

メンバーは、「ボラード」の意味さえ知らず、「ボ

ラードって「車止め」らしい」と後で教えてもらっ

たものです。確かに図面では分からなかった部分が、

模型や完成予想写真をもらうと理解が早かったよう

です。南雲氏が言うには「地元でできる技術で良い

ですよ」とのことでした。しかし 3m 近くの材に
60mm くらいの穴を刳り貫くドリルが地元にはな
かったので 2 つに割ってもらいました。南雲氏に
「できません」と言ったのはこのときだけでした。 
街灯の八角形錐は、意外と簡単に製作できまし

た。円錐のボラードも何とか時間を掛けて作ればで

きることもわかりました。樹種の選定でも栗、桧、

杉と実際に試作を作って定めました。完成形が出来

上がる前の試作は何本作ったかわかりません。ベン

チにしても小さな工夫を随所に取り入れました。南

雲氏には、原木丸太から製材所、加工場まですべて

見てもらいました。「ただ、地元の材を使うという

だけでは、つまらない。自分たちで考えたものづく

りが加わるとまちづくりの面白さが倍増する」快感

をメンバーが知り始めた事業でもありました。 
街灯の点灯式の時、「きれいだなあ」と感動す

るものを自分たちが作ったという自信がまちづくり

の麻薬だと知ったのは随分後のことでした。 
日向市のこの事業で、試作や実験したものを宮

崎県日向土木事務所が、塩見橋の南側の橋詰め広場

に取り入れました。この時は、パーゴラが「藤棚」

だと教えてもらいました。日向市駅舎の鉄道高架事

業の起工式が行われた時も、私たちの会も積み木や

木工教室などを開いてイベントの盛り上げに参加さ

せていただきました。従来の木の芽会の活動は、こ

のようなことが主だった訳で、商店街の方々に「商

店街がイベントをする時は、木工教室や積み木をお

願いしますよ」と声を掛けてもらえ、本来の活動に

もつながることを感じました。 
以後、商店街の方の発案で日向市の駅舎に使用
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される大断面集成材の端材（長さ 5m程度）を使っ
た街中に置くベンチを地元の子どもたちに作っても

らったり、杉丸太でお祭りのときに店先に氷柱の置

台を依頼されたりしました。商店街の人たちとの地

元の木材で良い関係も築くことができるようになり

ました。 
2003 年には、全国街路事業コンクールで塩見橋
事業が優秀賞をいただきました。市民参加型のメン

テナンス・イベントを取り入れたことが受賞理由に

なったそうです。 
この時のプレゼンテーションビデオを見ました

が、「こんな賞までいただいたらもう止められな

い」というのがメンバーの本音でした。この年、さ

らにグッドデザイン賞を新領域部門で受賞しました。

南雲氏の粋な計らいで日向木の芽会という名前も応

募者の中に入れてもらい、表彰状の中に名前が入っ

ています。「いよいよ抜け出せなくなる」と感じた

のは、メンバー全員の偽らざる気持ちでした。 
その後も有名な建築雑誌に紹介されたり、地元

のテレビ、新聞に出たりしたため、県内をはじめ、

他県の同業者からこの活動についての問合せも増え

てきました。この年のメンテナンスイベントでは、

W受賞記念と銘打って餅まきもしました。 
 

３．日向木の芽会のまちづくり 

 

今までの木の芽会の活動は、木工教室やまな板

販売などが主流で、まちづくりに積極的に参加しよ

うという意識は少なかったといえます。 
子どもたちを含めた地元の人たちとともに何か

をしようとする動きが活発になったのは、街の人た

ちからの依頼が増えてきてからでした。塩見橋の手

摺、駅周辺の 10 街区、塩見橋の南詰め広場と自治
体の大きな事業に関わり始めて、市民を巻き込んだ

イベントに協力してきた自分たちが主体的に行動し

て街の活性化に役に立とうという意識が次第に生ま

れました。 
私たちの県下の仲間たちの集まり第 43 回会員日
向大会と日向土木事務所管内の建設業関係者の催し

「土木の日」を同時に 10 街区パティオで開催しよ
うとなりました。そのメインイベントが「杉コレク

ション 2004」でした。この日は、大変なにぎわい
を見せ、商店街の人からも「来年もやってほしい」

と何度も言われたほど大成功でした。  
杉コレクション 2004 のはじめは、県内の人を対
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象にした木工作品コンクール展をという軽いノリで

した。日向土木事務所の井上康志氏や南雲氏たちと

お酒を交わすうちに話が段々大きくなり、「全国レ

ベルのコンテストにしよう」「審査委員長は建築家

の内藤廣先生に・・・」と勝手に盛り上がりました。

内藤廣先生も快く引き受けていただき、全国からす

ばらしい 40 点の作品が集まり、グランプリには兵
庫県の狩野新氏の「ナミキの椅子」が選ばれました。 
この作品は、新しい日向市駅舎完成時に設置さ

れることになっています。日向大会懇親会で内藤先

生に感謝を込めて山を贈ると発表しました。 
2005 年 4 月、内藤先生には諸塚村の FSC 認証
の杉山を贈りました。木の芽会のまちづくりは、人

と人の信頼関係から生まれるとこのプロジェクトを

「杉絆」と名づけました。 
2004 年で富高小学校の課外授業にも協力をしま
した。「移動式夢空間」と名づけられた子どもたち

のアイデアがいっぱい詰まった屋台を３台つくるお

手伝いもさせていただきました。このプロジェクト

は、小学６年生が自分たちの街を活性化するには、

自分たちの街に賑わいを作りたいという発想から始

まっています。材料は全て地元の杉で作りました。 
 
５．まとめ 
 
木の芽会がやってきた「まちづくり」とは何で

しょうか？私たちは、こう考えます。「日向木の芽

会がやるなら・・・」と言って惜しみなく協力して

くださる方が必ずどこかにいたから、このようなま

ちづくり関わるイベントや催しができたのでしょう。 
地元の木材を漫然と使うだけでは、決して生ま

れない発想や技術、アイデアを互いに学ぶことで信

頼関係を築き上げる「ものづくり」のはじまりが日

向木の芽会の原点だったと思います。 
自分たちが目標とするまちづくり（木を活かし

た）に協力していただいた方の期待を裏切らないよ

うに常に一生懸命になって動くことが、成功につな

がり、次の活動の原動力になっています。本当のあ

りがとうございます。そして、これからも頑張りま

す。 
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